
茨
城
県
特
集

茨城県のさらなる発展に向けて
県政

邁
茨
城
県
信
用
保
証
協
会

角
田
芳
夫
会
長
（
）

中
小
企
業
に
質
の
高
い
金
融
支
援
を

　
県
内
経
済
情
勢
は
、
総
じ

て
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ

り
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
消

費
税
増
税
の
影
響
は
懸
念
さ

れ
る
が
、
引
き
続
き
回
復
基

調
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。
一
方
、
県
内
中
小
企
業

の
経
営
環
境
は
、
円
安
の
進

行
に
伴
う
原
材
料
価
格
の
上

昇
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。

　
当
協
会
で
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
施
策
に
呼
応
し

て
、
各
種
の
政
策
的
保
証
制

度
を
積
極
的
に
推
進
し
、
中

小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
の
ほ

か
中
小
企
業
の
局
面
に
応

じ
、
創
業
支
援
、
経
営
支
援

お
よ
び
再
生
支
援
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
く
。

　
創
業
相
談
業
務
の
充
実
や

専
門
家
派
遣
事
業
に
よ
る
経

営
支
援
、
さ
ら
に
は
専
門
部

署
に
よ
る
経
営
・
再
生
支
援

体
制
の
強
化
を
図

り
、
中
小
企
業
の

実
情
に
応
じ
た
、

質
の
高
い
、
細
や

か
な
支
援
を
実
施
す
る
。
こ

れ
ら
の
各
種
取
り
組
み
に
よ

り
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り

円
滑
化
と
経
営
改
善
を
促
進

し
、
県
内
経
済
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
く
。

つ
く
ば
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

矢
口
　
喜
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
（
）

連
携
で
地
域
の
創
業
支
援
を
充
実

　
円
安
・
株
高
の
進
行
な
ど

に
よ
り
、
景
気
は
緩
や
か
に

回
復
を
続
け
て
い
る
が
、
こ

れ
を
持
続
的
な
成
長
へ
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
が
不
可

欠
で
あ
り
、
起
業
や
成
長
分

野
へ
の
企
業
進
出
を
促
す
な

ど
、
新
た
な
産
業
の
担
い
手

の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

　
国
で
は
、
産
業
競
争
力
強

化
法
に
基
づ
き
地
域
の
創
業

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
茨

城
県
に
お
い
て
も
新
た
な
フ

ァ
ン
ド
を
創
設
す
る
な
ど
、

新
事
業
創
出
・
事
業
成
長
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま

え
、
つ
く
ば
に
立
地
す
る
産

業
支
援
機
関
と
し
て
、
そ
の

強
み
を
活
か
し
、
県
や
地
元

市
を
は
じ
め
、
大
学
・
研
究

機
関
・
金
融
機
関
な
ど
と
の

連
携
に
よ
り
地
域
の
創
業
支

援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の

技
術
力
・
開
発
力

の
向
上
な
ど
の
支

援
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
ま
た
、
つ
く
ば
国
際
戦
略

総
合
特
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
や
、
圏
央
道
沿
線
地
域

の
企
業
立
地
な
ど
に
も
取
り

組
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
く
。

ひ
た
ち
な
か
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

栗
田
　
則
夫
　
代
表
取
締
役
専
務
（
）

中
小
企
業
支
援
と
地
域
産
業
の
発
展

　
景
気
は
、
政
府
に
よ
る
金

融
・
財
政
政
策
な
ど
の
一
体

的
な
取
り
組
み
の
効
果
に
よ

り
、
回
復
の
動
き
が
広
が
っ

て
お
り
、
今
後
、
雇
用
・
所

得
環
境
の
改
善
の
下
で
、
景

気
回
復
の
動
き
が
確
か
な
も

の
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
当
社

は
地
域
中
小
企
業
の
支
援
や

地
域
産
業
の
発
展
の
た
め

に
、
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
相
乗
効
果
を
生
か
し

た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　
海
外
展
開
を
含
め
た
販
路

拡
大
お
よ
び
新
製
品
開
発
な

ど
、
中
小
企
業
の
経
営
力
強

化
の
た
め
に
必
要
な
支
援
に

加
え
て
、
地
元
大
学
生
の
中

小
企
業
へ
の
就
職
な
ど
、
企

業
の
人
材
確
保
・
定
着
支
援

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
企
業
の
技
術

力
や
営
業
力
の
向
上
を
目
指

し
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
離
職

者
へ
の
職
業
訓
練
を
実
施

し
、
地
域
の
人
材

育
成
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
。
さ

ら
に
研
究
開
発
室

な
ど
賃
貸
事
業
に
つ
い
て
は

入
居
企
業
に
快
適
な
オ
フ
ィ

ス
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
積
極
的
な
誘
致
活

動
を
展
開
し
、
新
規
入
居
企

業
の
獲
得
に
努
め
て
い
く
。

茨
城
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

武
者
　
也
寸
志
　
セ
ン
タ
ー
長
（
）

計
測
・
制
御
分
野
研
究
開
発
を
支
援

　
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、

社
会
全
体
に
緩
や
か
な
景
気

回
復
の
潮
流
は
あ
る
も
の

の
、
国
内
産
業
界
、
特
に
中

小
企
業
に
は
景
気
回
復
感
が

広
が
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
も
の
づ
く
り
の
地
産
地

消
化
は
進
ん
で
い
く
と
思
わ

れ
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
県

内
中
小
企
業
が
対
応
す
る
に

は
、
他
社
に
先
行
し
、
付
加

価
値
を
創
出
で
き
る
技
術
を

開
発
す
る
力
量
が
求
め
ら
れ

る
。
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

は
、
そ
れ
ら
を
す
ぐ
に
支
援

し
、
ま
た
産
学
官
で
協
力
で

き
る
環
境
を
整
え
、
県
内
中

小
企
業
の
活
性
化
を
促
す
。

　
本
年
は
、
軽
量
化
を
意
識

し
た
材
料
分
野
と
、
自
動
化

を
意
識
し
た
計
測
・
制
御
分

野
を
注
力
分
野
と
し
、
研
究

・
開
発
に
取
り
組
む
。
ま
た

近
県
の
公
設
試
な
ど
と
連
携

し
、
中
小
企
業
の
海
外
展
開

や
成
長
産
業
分
野

へ
の
進
出
を
支
援

し
て
い
く
。
さ
ら

に
昨
年
度
に
も
増

し
て
国
が
支
援
を
強
化
す
る

新
も
の
づ
く
り
補
助
金
を
、

県
内
企
業
に
紹
介
、
採
択
に

結
び
付
け
る
こ
と
で
、
茨
城

県
が
目
指
す
「
産
業
大
県
づ

く
り
」
を
具
現
化
し
た
い
。

茨
城
県
開
発
公
社

渡
邊
一
夫
理
事
長
（
）

投
資
、
企
業
活
動
、
雇
用
確
保
に
貢
献

　
１
９
６
０
年
の
設
立
以

来
、
工
業
団
地
の
開
発
整

備
、
茨
城
空
港
ビ
ル
の
運
営

や
県
民
福
祉
に
係
る
宿
泊
施

設
な
ど
の
管
理
運
営
を
柱
に

事
業
展
開
し
、
県
行
政
を
補

完
す
る
機
関
と
し
て
産
業
大

県
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き

た
。
工
業
団
地
は
、
こ
れ
ま

で
に

カ
所
、
約
２
６
０
０

の
工
業
用
地
を
分
譲
し
て

き
た
。
引
き
続
き
、
県
内
各

地
へ
の
投
資
、
企
業
活
動
や

雇
用
の
確
保
に
貢
献
す
る
べ

く
、
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
産
業
用
地
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
茨
城
空

港
ビ
ル
は
、
本
年
４
月
の
福

岡
・
名
古
屋
便
の
就
航
に
伴

い
、
営
業
時
間
を
延
長
し

た
。
今
後
も
、
増
便
に
備
え

ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
え
る
と
と
も

に
、
本
県
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
振

興
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

　
国
民
宿
舎
「
鵜
の
岬
」
や

「
い
こ
い
の
村
涸

沼
」
は
、
多
く
の

方
々
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
魅
力
あ
る
施
設
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き

ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
中
小
企
業
振
興
公
社

坂
本
　
達
男
　
専
務
理
事
（
）

経
営
上
の
課
題
に
質
の
高
い
支
援
を

　
景
気
は
穏
や
か
に
回
復
し

て
い
る
が
、
中
小
企
業
の
経

営
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
核
的

支
援
機
関
と
し
て
経
営
上
の

課
題
に
、
き
め
細
か
く
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
で
質
の
高
い
五

つ
の
柱
に
よ
る
支
援
を
実
施

し
て
い
く
。

　
一
つ
目
は
関
東
５
県
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
、

大
手
企
業
と
の
提
案
型
商
談

会
の
開
催
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
た
受
注
販
路
拡
大
の
支

援
。
二
つ
目
が
い
ば
ら
き
産

業
大
県
創
造
基
金
事
業
に
よ

る
産
学
官
連
携
、
地
域
資
源

活
用
お
よ
び
国
も
の
づ
く
り

補
助
金
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る

研
究
開
発
の
支
援
。
三
つ
目

が
日
本
貿
易
振
興
機
構

Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

、
国
際
協
力
機

構
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
を
強

化
し
た
海
外
展
示
会
出
展
、

海
外
調
査
お
よ
び
専
門
家
に

よ
る
貿
易
相
談
な

ど
の
海
外
展
開
の

支
援
。
四
つ
目
が

各
種
相
談
に
対
応

す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
支
援
。
五
つ
目
が
設
備

投
資
促
進
の
設
備
資
金
貸
し

付
け
の
支
援
を
国
・
県
・
支

援
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
積

極
的
に
実
施
し
て
い
く
。

日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

大
原
隆
史
セ
ン
タ
ー
長
　
（
）

地
域
産
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す

　
人
材
育
成
、
競
争
力
強

化
、
受
注
開
拓
支
援
、
新
製

品
・
新
技
術
開
発
支
援
な
ど

の
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
継

続
し
つ
つ
、
浸
透
探
傷
試
験

の
受
験
資
格
取
得
の
た
め
の

講
座
や
、
Ｉ
Ｔ
お
よ
び
国
際

化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
の

新
規
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
。
ま
た
成
長
産
業
分
野
へ

の
参
入
を
目
指
す
市
場
調
査

な
ど
、
地
域
産
業
の
持
続
的

発
展
を
目
指
し
た
支
援
事
業

を
実
施
す
る
。

　
人
材
育
成
で
は
経
営
者
、

監
督
者
、
担
当
者
が
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
５
Ｓ
改
善
な
ど

を
通
じ
て
組
織
力
を
ア
ッ
プ

す
る
事
業
や
、
若
手
経
営
者

・
後
継
者
が
連
携
し
て
経
営

課
題
を
解
決
す
る
「
ひ
た
ち

立
志
塾
」
を
継
続
す
る
。
機

械
図
面
の
見
方
や
普
通
旋
盤

の
操
作
な
ど
の
も
の
づ
く
り

の
基
礎
を
学
ぶ
研
修
や
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
工
場
に
派
遣

し
て
技
能
指
導
を

行
う
な
ど
競
争
力

の
強
化
も
図
る
。

　
受
注
開
拓
支
援

で
は
、
国
内
の
専
門
展
示
会

や
海
外
の
展
示
商
談
会
を
通

じ
て
、
販
路
開
拓
を
実
施
す

る
。
サ
ポ
イ
ン
や
も
の
づ
く

り
補
助
金
の
獲
得
も
引
き
続

き
支
援
す
る
。

茨
城
ポ
ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

後
藤
　
和
正
代
表
取
締
役
副
社
長
（
）

港
湾
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て

　
茨
城
港
で
は
、
国
お
よ
び

茨
城
県
に
よ
り
震
災
で
被
災

し
た
港
湾
施
設
の
完
全
復
旧

に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ

た
結
果
、
概
ね
従
前
の
港
湾

機
能
を
取
り
戻
し
、
常
陸
那

珂
港
区
で
は
昨
年
度
の
取
扱

貨
物
量
お
よ
び
コ
ン
テ
ナ
取

扱
量
が
過
去
最
高
を
記
録
し

た
。
こ
の
よ
う
な
貨
物
需
要

の
堅
調
な
増
加
に
対
応
し
、

災
害
発
生
時
の
緊
急
物
資
輸

送
機
能
も
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
中
央
埠
頭
地
区
の
耐
震

強
化
岸
壁
延
伸
工
事
が
２
０

１
５
年
度
末
の
供
用
開
始
に

向
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
事
業
環
境
の
変

化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
経
営
を
継
続

し
て
い
く
た
め
、
今
年
度
が

最
終
年
度
と
な
る
「
第
２
次

中
期
経
営
計
画
」
の
重
点
施

策

既
存
事
業
の
充
実
・
強

化
や
新
規
事
業
へ
の
取
り
組

み
な
ど

を
着
実
に
推
進
し

て
い
く
。
ま
た
、

国
、
県
、
地
元
市

町
村
な
ど
と
も
連

携
し
、
常
陸
那
珂

港
区
、
大
洗
港
区
お
よ
び
日

立
港
区
が
一
体
と
な
っ
て
さ

ら
な
る
利
用
促
進
が
図
ら
れ

る
よ
う
港
湾
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
努
め
て
い
く
。

鹿
島
埠
頭

岡
野
　
栄
治
　
代
表
取
締
役
社
長
（
）

４
０
０
０
馬
力
の
防
災
型
引
き
船
建
造

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

が
経
過
し
、
鹿
島
港
の
港
湾

機
能
は
震
災
前
の
レ
ベ
ル
に

回
復
し
た
。
立
地
企
業
の
生

産
・
物
流
活
動
に
密
接
に
関

連
す
る
取
扱
貨
物
量

年

速
報
値

は
、
過
去
最
高
の

一
昨
年
を
上
回
る
６
６
６
０

万

を
記
録
し
た
。
ま
た
、

耐
震
強
化
岸
壁
を
備
え
た
外

港
公
共
埠
頭
が
昨
年
４
月
に

一
部
供
用
開
始
と
な
る
な

ど
、
港
湾
機
能
の
さ
ら
な
る

充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
主
力
事
業

の
引
き
船
業
に
お
い
て
、
鹿

島
港
を
始
め
茨
城
港

常
陸

那
珂
港
区
・
大
洗
港
区

で

引
き
船
船
隊
を
稼
働
さ
せ
、

入
出
港
船
舶
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
る
。
船
舶
の
大
型

化
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た

に
４
０
０
０
馬
力
を
擁
す
る

防
災
型
引
き
船
の
建
造
に
着

手
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
と
も
、
変
化
す

る
港
湾
情
勢
や
企

業
の
再
編
・
合
理

化
の
進
展
な
ど
を

背
景
と
し
た
顧
客
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
質
の
高
い
港

湾
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
し
て
安
全
で
使
い
や
す

い
港
の
実
現
に
寄
与
し
地
域

経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

日
立
埠
頭

加
子
　
茂
　
取
締
役
社
長
（
）

環
境
に
や
さ
し
い
総
合
物
流
を
提
供

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

が
経
過
し
た
。
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
茨
城
港
は
、
今
年

度
中
に
は
完
全
復
旧
の
見
通

し
が
立
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
日
立
港
区
で
は

従
来
通
り
バ
ラ
貨
物
や
完
成

自
動
車
の
輸
出
入
拠
点
に
加

え
、
完
成
自
動
車
取
扱
量
増

を
見
据
え
た
第
３
埠
頭
新
設

や
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ

供
給
基
地
化
な
ど
、
新

し
い
日
立
港
区
へ
変
貌
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
常

陸
那
珂
港
区
で
は
、
コ
ン
テ

ナ
・
定
期
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
航
路
の

充
実
と
北
関
東
自
動
車
道
と

の
直
結
に
よ
り
、
４
本
の
高

速
道
路
と
の
接
続
が
可
能
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
物
流
の
流

れ
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に

な
り
、
国
際
中
核
港
湾
へ
の

前
進
と
な
る
。

　
茨
城
港
で
港
湾
運
送
業
、

倉
庫
業
を
営
む
当
社
は
、国
、

県
に
よ
る
茨
城
港
港
勢
拡
大

の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
る
中
、
新

た
な
茨
城
港
に
向

け
、
港
湾
荷
役
の

安
心
・
安
全
な
さ
ら
な
る
サ

ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
に
努
め

き
め
細
か
く
顧
客
ニ
ー
ズ
を

捉
え
、
引
き
続
き
「
環
境
に

や
さ
し
い
総
合
物
流
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
進
め
て
い
く
。

茨
城
県
観
光
物
産
協
会

黒
澤
　
正
延
専
務
理
事
（
）

広
域
交
通
網
充
実
で
交
流
人
口
拡
大

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
風

評
被
害
は
い
ま
だ
根
強
く
残

っ
て
お
り
、
昨
年
の
観
光
入

込
客
数
は
、
震
災
前
の
２
０

１
１
年
度
の

％
で
あ
り
、

特
に
県
北
臨
海
部
で
は
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ

う
し
た
中
、
今
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
の
県
内

観
光
地
に
お
け
る
入
込
客
数

は
、
は
じ
め
て
２
百
万
人
を

超
え
、
震
災
前
の
水
準
を
大

き
く
超
え
た
。

　
竜
神
大
吊
り
橋
の
バ
ン
ジ

ー
ジ
ャ
ン
プ
や
笠
間
市
の
筑

波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
な

ど
、
新
た
な
観
光
拠
点
が
好

評
を
得
て
い
る
。
さ
ら
に
、

茨
城
空
港
か
ら
、
福
岡
・
名

古
屋
へ
の
就
航
路
線
が
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
常
磐
道
の

仙
台
ま
で
の
復
旧
が
発
表
さ

れ
、
常
磐
線
の
東
京
駅
延
伸

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
・
充
実
は
、
県
の
観

光
振
興
に
と
っ
て

大
き
な
追
い
風
と

な
っ
て
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
こ
の
好
機
を
逃
す
こ

と
な
く
積
極
的
に
観
光
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
心

・
安
全
を
前
面
に
、
物
販
に

も
力
を
注
い
で
い
く
。
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